
1994年12月 15日 第三種郵便物認可 |ずんばつ 2019年 9月 25日 (水 )IssN1880-4063

第36晴
2019年
9月 25日

月1回25日発行

発行所 原発問題住民運動全国連絡センター

発行人 中村敏夫/1部 300円 年間3,000円
〒101-0061 疎鮮嗜

「
自代田囲申田珈  2-11-13

MMビルⅡ402
TEL 03-5215-0577  FAX 03-5215-0578

郵便振替  00150-7-355202
ホームヘ
Э―シ
゛
 http://genpatu.com/index◆ html

メール ==genpatu― c@bizlmO.」 p

福
島
第

一
原
発
事
故
を
巡
り
、

業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
強
制
起

訴
さ
れ
た
東
電
の
勝
俣
恒
久
元
会

長
、
武
黒

一
郎
元
副
社
長
、
武
藤

栄
元
副
社
長
の
三
被
告
の
判
決
で
、

東
京
地
裁

（永
渕
健

一
裁
判
長
）

は
九
月
十
九
日
、

「大
津
波
の
予

見
可
能
性
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

し
て
二
人
に
無
罪

（
い
ず
れ
も
求

刑
禁
固
五
年
）
を
言
い
渡
し
た
。

未
曾
有
の
原
発
災
害
を
起
こ
し
た

経
営
ト
ツ
プ
の
刑
事
責
任
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

公
判
の
争
点
は
、
大
津
波
を
予

見
し
、
事
故
を
防
げ
た
か
否
か
に

あ

っ
た
。

国
は
三
〇
〇
二
年
、
三
陸
沖
か

ら
房
総
沖
の
ど
こ
で
も
Ｍ
８

ｏ
２

前
後
の
津
波
地
震
が
発
生
す
る
可

能
性
を
予
測
し
た

「長
期
評
価
」

を
公
表
。
東
電
の
地
震

ｏ
津
波
対

策

の
担
当
者
は
〇
八
年
二
月
、
長

期
評
価
に
基
づ
く
と

「最
大
十
五

ｏ

七
層
の
津
波
が
原
発
を
襲
う
」
と

い
う
試
算
を
得
て
お
り
、
検
察
役

の
指
定
弁
護
士
は

「大
津
波
は
予

○
原
田
義
昭

・
前
環
境
相

の

「処
理
水
放
出
」

○
汚
染
土
の
県
外
搬
出

「実
際
に
で
き
る
か
」

○
仏
、
高
速
炉
開
発
を
中
止

（五
面
）

「大
津
波
予
見
で
き
ず
」
と
付
度

違
法
発
言

（
二
面
）

田
中
発
言

（三
面
）

程 勝 低 副 残 た い 判 転 一 る し
度 俣 い 社 る と て 断 を 年 た だ
が 元 と 長

L認
¬
°
止 三 め し

[曇    巽  f,3
は の
｀
が 両 が つ つ と運 一 t

し 政 を た へ 経
°
原 て 津  罪 の そ な 危 ｀の  ど 者 院 難 た ゛は ば

●
福
島
第

一
原
発
事

故

（
一
一
年
二
月
十

二
日
）
は
、
起

こ
る

べ
く
し
て
起
き
た
事

故

で
あ
る
。
ま

っ
た

く
の
人
災
で
あ
る
●
国
際
原
子

力
機
関

（
ｌ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
の
勧
告

を
拒
否
し
て
、
日
本
は
苛
酷
事

故
は
起
こ
ら
な
い
か
ら
と
い
つ

て
苛
酷
事
故
対
策
を
国
の
規
制

対
象
か
ら
外
し
、
電
力
会
社

の

「自
主
的
活
動
」
と
さ
れ
た
。

し
か
も
苛
酷
事
故
対
策
は

「念

の
た
め
」
程
度

の
対
策
と
さ
れ

た
●
日
本
の
原
発
立
地
は
、
世

界
有
数
の
地
震
国

ｏ
火
山
国
で

の
立
地
で
あ
り
、
し
か
も
人
口

過
密
地
域
に
近
接

ｏ
集
中
立
地

で
あ
る
。
も
と
も
と
原
発
の
日

本
立
地
は
世
界

一
危
険
な
も
の

で
あ
る
。
世
界
が
苛
酷
事
故
対

策
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
る

一
方
、
肝
心
の
日
本
は
片
手
間

に
し
か
や

つ
て
い
な
い
●
こ
の

世
界
と
日
本

の
取
り
組
み
の
違

い
が
福
島
第

一
原
発
事
故
を
誘

発
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
引
き
金

は
東
日
本
太
平
洋
沖
地
震
で
あ
っ

た
が
、
苛
酷
事
故
の
発
生
責
任

は
国
と
東
電
が
負

っ
て
い
る
。


